
法学研究科教授会議事要旨 

 

日 時 平成２５年５月９日（木）１５時３６分～１７時０１分 

場 所 法経研究棟 大会議室（４階） 

出席者 ４４名（定足数 ２７名） 

オブザーバー ２名 

 

議     事 

 

  （協議事項） 

１．助教の採用について 

研究科長から、人事委員会より提案のあった１名について、教員人事に関する検討会で助教の採用

手続を開始することが了承された旨説明があり、審議の後、投票の結果、同氏の採用を決定した。 

  ２．平成２５年度の人事計画について 

     人事委員会委員長から、平成２５年度の人事計画について、資料に基づき説明があり、協議の結果、

承認した。 

  ３．外国人招へい研究員の受入れについて 

国際交流室長から、外国人招へい研究員の受入れについて、資料に基づき説明があり、協議の結果、

１名の受入れを承認した。 

４．学生の異動について 

教務委員会委員長から、学生の異動について、資料に基づき説明があり、協議の結果、１名の留学

を承認した。 

５．平成２５年度第１学期大学院学生の研究題目等について 

     教務委員会委員長から、平成２５年度第１学期大学院学生の研究題目等について、資料に基づき説

明があり、協議の結果、承認した。 

６．平成２５年度第１学期大学院学生の他研究科等授業科目の履修について 

教務委員会委員長から、平成２５年度第１学期大学院学生の他研究科等授業科目の履修について、

資料に基づき説明があり、協議の結果、承認した。 

７．平成２５年度単位互換協定に基づく特別聴講学生の派遣について 

教務委員会委員長から、平成２５年度単位互換協定に基づく特別聴講学生の派遣について、資料に

基づき説明があり、協議の結果、１名の派遣を承認した。 

８．平成２５年度授業科目の変更について 

    教務委員会委員長から、平成２５年度授業科目の変更について、資料に基づき説明があり、協議の

結果、承認した。 

９．平成２６年度大阪大学大学院法学研究科博士前期課程募集要項の確定について 

     教務委員会委員長から、平成２６年度大阪大学大学院法学研究科博士前期課程募集要項の確定につ

いて、資料に基づき説明があり、協議の結果、承認した。 

１０．論文博士の学位論文審査について 

    研究科長から、論文博士の学位論文審査について、１名から申請がなされたことの説明があった。

続いて、投票により審査委員として教授３名を選出した。 

１１．平成２５年度部局間交流協定に基づく特別聴講学生の受入教員の変更について 

     国際交流室員から、平成２５年度部局間交流協定に基づいて受け入れる特別聴講学生の受入教員の

変更について、資料に基づき説明があり、協議の結果、承認した。 

１２．大阪大学大学院高等司法研究科及び大学院法学研究科と忠南大学校法学専門大学院及び特許法務大学

院との間における学術交流に関する覚書について 

     国際交流室員から、大阪大学大学院高等司法研究科及び大学院法学研究科と忠南大学校法学専門大

学院及び特許法務大学院との間における学術交流に関する覚書について、資料に基づき説明があり、

協議の結果、承認した。 

 

（報告事項） 

１．部局長会議（４／１０） 

２．教育研究評議会（４／１０） 

３．入試委員会（４／１７） 



４．国際交流委員会（４／２３） 

５．人権問題委員会（４／９） 

６．全学教育推進機構会議（４／１９）  

７．豊中地区事業場安全衛生委員会（４／２６） 

８．教務委員会（４／２５） 

教務委員会委員長から、平成２５年度第１学期授業評価アンケートの実施方法及び課程博士９月修

了予定者に係る論文審査日程について報告があり、続いて、博士学位申請手続の変更についての説明

があった。 

９．その他 

（１）高等司法研究科と共同で設置する各室の室員一覧について 

研究科長から、高等司法研究科と共同で設置する各室の室員一覧について、資料に基づき報告が

あった。 

（２）平成２４年度教育・研究・社会貢献活動自己評価書について 

評価室長から、平成２４年度教育・研究・社会貢献活動自己評価書について、提出状況の報告が

あり、続いて、自己評価書の取扱いについて説明があった。 

（３）教員の海外渡航について 

  （４）その他 

    ①平成２５年度の予算配分について 

     財務室長から、平成２５年度の予算配分について、各室において新規事業に係る予算要求をする場

合は、個別に財務室長に申し出てほしい旨の説明があった。 

     

②情報セキュリティに係る注意喚起について 

     情報マネジメント室長から、ホームページを閲覧したり添付ファイルを開くだけでコンピュータウ

ィルスに感染する事例が報告されているため、使用しているパソコンのWindows Updateやアンチウイ

ルスソフト等を最新の状態に更新してほしい旨、説明があった。 

 


